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２学年通信  まじめな努力 ＝ 楽しい時間  

〇 主役の年に向けて      

  1 学期期末試験も終わり、2 年生ももう 3 分の 1 を過ぎようとしています。 
この 1 学期では 3 年生の最後のインターハイ予選もあり、各部活動においても 
世代交代が進みつつあります。また、3 年生はこの 1 学期の成績までで校内選 
考にかけられます。就職希望者は応募する企業が決められ、進学希望者も推薦 
入試で利用できる成績が決まってしまいます。 
 

  まだまだ先のことのように感じる人もいますが、気を抜いている暇はありま
せん。高校３年生の２学期は進路決定、高校卒業後の君たちの人生を決める勝負の時期になります。 
部活動でも中心の学年となり、高校卒業後の進路についても考える勝負の時期まで残り１年です。現状の
皆さんの学校生活、学習・部活動への取り組み方で、今後どれだけの人が 1 年後、満足のいく準備ができ、
挑戦していくことができるのでしょうか。 

実際に３年生に話を聞いた時も「（勉強、進路に対する準備が）大丈夫！」「（最後の大会で）悔いが残
らないように全力でやり切れた！」と自信をもって答えられる人もいれば、「全然時間がない（足りない）」
「もっと早く勉強（準備）しておけばよかった」「中途半端に終わってしまった」と答え、ただただ焦る
人、後悔ばかりで気持ちが引きずってしまい次の一歩への切り替えができていない人もいました。 

  時間はみな平等に与えられています。同じように過ぎて行く時間 
を同じように過ごす人の中でこのような気持ちの差はどうして生ま 
れてしまうのでしょうか。 
 

その時々の状況、時間、言葉など、人によって受け取り方、感じ方
はさまざまであり、この考え方の違いがその人の個性や価値観とな
ると思います。漢字や英単語においても、同じ一つの言葉でも複数
の意味を持つものがあり、その時々に合わせて使い分け、また、相手
に対してどのように伝わっていくのかを考えなければいけません。 

皆が感じている時間に対する考え・気持ちの差が生まれてしまった原因は何でしょうか。すべてはその
人の感覚、受け取り方次第だと思います。その感覚は今まで経験・体験してきたことや、読書・会話など
で見聞きしてきた中にあり、その結果得られる結果、時間に満足や後悔といった考え・気持ちの差が生ま
れてしまったのではないでしょうか。次の言葉を考えてみてください。 

 

『「楽」におぼれず、「楽しい」思い出をつかみ取ろう！』 

担当：木戸 嵩人 



  「楽」という漢字には、「らく」という読み方、「たのしい」という読み方、使い方がある。ほかにも

多くあると思っていますが、今回は特にこの二つの使い方を考えてください。この言葉の意味は受け取り
方によって真逆の状況を表すことが出来るものだと思います。 

  「らく」をする。と聞くと聞こえがよく、皆も選択したい気持ちがあるものです。でも、その選択は  
本当に自分のためにつながっているのでしょうか。人類の進歩、文化の発展、技術の向上、このすべての
根本に現状から「らく」をしたいという考えがあるのは間違いないことであり、その気持ちに対する追求
が現在の社会となっていると思います。しかし、実際に「らく」ばかりしてきては今のような社会の発展
はないはずです。 

今の生活で「らく」ができる、「たのしい」生活が送れているのは先人の苦労があったからこそのこと
であり、このことから「どんなことに対しても、ある一定の苦労、努力をしなくては本当の意味での   
『たのしさ』は勝ち取れない」ということが分かります。 

「らく」をするのは簡単なことであり、その場は「たのしい」と感じることもあると思いますが、その
気持ちはあまり長続きせず、その場しのぎになってしまうことも少なくありません。本当の意味での  
「たのしさ」、「たのしい」思い出は、その結果に向けて頑張ってきた人が勝ち取れるものであり、その  
努力の積み重ねが結果や自信として、忘れることの無い一生の宝となるはずです。 

話を元に戻しますが、進路を決める試験、部活動の最後の大会といった人生をかける大勝負が 1 年後に
は必ず来ます。自信を持ち試験に立ち向かう準備のできている人もいれば、戦う前から諦めていたり言い
訳を探している人、後悔をしている人もいるように感じます。前者は、現状におごることなく地味なこと、
基本的なことを継続していくこと（まじめな努力）が目標達成（楽しい時間）につながっているというこ
とを良く理解できている人です。後者に当てはまると感じている人でも、何もせずにその日を迎えるのと
これからの時間をどう使うかを意識していくのとでは、1 年後全く違った結果になると思います。 

この夏、一回りも二回りも大きく成長する姿を期待しています！  

☆７月（文月）の行事予定・月訓『努力』   

 

 

 

 

 

 

 

  

☆コラム  暑い夏を元気に乗り越えよう。  

  いよいよ７月、夏本番を迎える。暑い日は、冷たい飲み物が乾いた喉に心地よい。しかし、飲み過ぎると

体調を崩すなどのリスクがあることも忘れてはいけない。物事には、ほどほどという考え方、バランスが大

切である。体調管理に努めながら、暑い夏を元気に乗り越えよう。   ～2nd Grade Teacher Okubo～  

1 火 短縮授業（40分×６・７限） 10 木 短縮授業（40分×４限）保護者懇談会

2 水 短縮授業（40分×６・７限） 11 金 短縮授業（40分×４限）保護者懇談会

3 木 短縮授業（40分×６・７限） 12 土 受験対策講座⑧

4 金 短縮授業（40分×６・７限） 13 日 第1回実用英語技能検定（二次）

5 土 第2回保護者会役員会・受験対策講座⑦ 14 月 短縮授業（40分×４限）いじめ防止講話

6 日 15 火 短縮授業（40分×４限）進路別ガイダンス

7 月 短縮授業（40分×４限）保護者懇談会 16 水 短縮授業（40分×４限）保健講話

8 火 短縮授業（40分×４限）保護者懇談会 17 木 短縮授業（40分×４限）

9 水 短縮授業（40分×４限）保護者懇談会 18 金 １学期終業式


